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H T L V r I 感 染 症
な お 残 る課 題

一

診
断
ま
で
に
時
間

治
療
法
は
開
発
途
上

田

門
外
来
が
あ
る
墓
只

医
科
歯
科
大

母
乳
や
性
交
渉
で
感
染
す
る
「

ヒ
ト
T
細
胞
油
皿
病
ウ
イ
ル
ス

  

病
院
（

東
京
都
文
京
区
）

を
受

;

㈵
型
」

（

H
T
L
V
｜

し
ほ
白
血
病
の
ほ
か
、

脊
髄
や
目
の
病
気

  

診
。

血
液
検
査
で
H
T
L
V
｜
㈵

の
原
因
に
な
る
。

国
が
対
策
を
打
ち
出
し
て
か
ら
穏
年
。

母
か
ら

  

の
感
染
が
原
因
だ
と
わ
か
っ

た
。

子
へ

の
感
染
を
防
ぐ
対
策
は
進
ん
だ
が
、

病
気
の
阜
期
診
断
や
感

   

H
T
L
V
｜
㈵
は
主
に
母
乳
で

染
者
へ

の
支
援
、

治
療
法
の
開
発
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

  

母
親
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
、

ま
た
は

性
交
渉
に
よ
っ

て
感
染
す
る
。

ウ

千
葉
県
内
の
田
代
女
性
は
穏
年

 

秋
が
出
て
、

最
悪
の
場
合
失
明
す

 

イ
ル
ス
は
自
然
に
消
え
る
こ
と
は

前
、

目
が
か
す
ん
で
吻
が
見
え
づ

 

る
お
そ
れ
も
あ
る
。

       

な
く
、

感
染
は
終
生
続
く
。

国
内

ら
く
な
っ

た
。

県
内
の
病
院
で
、

  

女
性
は
検
査
を
受
け
た
が
、

担

 

に
ほ
約

方
人
の
感
染
者
が
い
る

眼
球
に
炎
症
が
起
き
る
「

ぶ
ど
う

 

当
医
か
ら
「

原
因
は
わ
か
ら
な

 

と
推
足
さ
れ
る
。

感
染
が
原
因
の

膜
炎
」

と
診
断
さ
れ
た
。

感
染
症

 

い
」

と
言
わ
れ
た
。

ス
テ
ロ

イ
ド

 

病
気
に
は
、

ぶ
ど
う
膜
炎
の
ほ

ゃ
リ
ウ
マ

チ
な
ど
の
自
尼
挽
疫
疾

 

で
炎
症
を
抑
え
る
治
療
を
受
け
た

 

か
、

成
人
T
細
胞
自
血
病
・

リ
ン

患
が
原
因
の
病
気
で
、

飛
蛆
症
や

 

か
、

発
症
を
繰
り
返
し
た
。

不
安

 

パ
腫
（

A
T
L
）

と
脊
髄
症
（

H

霧
が
か
か
っ

た
よ
う
に
見
え
る
症

 

に
思
い
、

2

0                                                               

工
5
年
2
戸
、

専

 

A
M
）

が
あ
る
。

感
染
者
の
的
%

は
H
T
L
V
｜
l
が
原
因
の
病
気

㈵
レ

       

*

                                            

プ

」

ま
る
こ
と
ま
ま
、
。

旦
丹
棄
イ

や
肛
仁
六
人
曲
沙
木
㈼

し
/

 

円
目

面
六
席
八
ド

目
の
申
席
告

寒

に

 

も
如
性
は
専
制
目
細
り
返
す
状
況

 

も

    

・

 

-

  

-

  

-

  

-

㈵
L

  

，

 

に
変
わ
り
ほ
な
い
も
の
の
、

現
在

り

   

牡

3

 

め

務

  

）
一

）
一

鵠
一

朗
一

）

  

の
状
態
を
知
っ

て
少
し
安
心
し
た

ぬ

  

榛

加

 

入

仏

  

鶴
一

概
一

荻
一

札
一

荻
一

朗
一

珪
一

糾

  

と
い
う
。

安
住
は
「

有
効
な
治
療

o                                                           

，

       

・

麟

   

一

 

一

 

柳

的

捌

雄
一

雄
一

報

撫
一

排
一

艦
一

嗣
一

沖

  

法
を
開
発
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待

は

  

博

 

一

-

神

  

宗

南
一

席
一

滴
一

席
一

病
一

会
一

大
一

病

  

す
る
。

主
治
医
の
鴨
居
功
樹
・

東

漱

  

は

ト

 

ぬ

  

医

大
一

大
一

大
一

大
一

大
一

穏
一

局
一

大

  

京
医
科
歯
科
大
講
師
は

巌
染
を

㈵

         

簗

寅

椅

分

木

崎
・

村

児

珠

生

  

梓

 

川

 

如

  

亜

佑
一

長
一

大
一

熊
一

宮
一

今
一

樹
一

流

 

・

知
っ

て
い
れ
は
他
の
人
へ

の
感
染

鴫

  

レ

 

軸

援

  

会

）
一

働
一

院

 

一

 

一

一

ん

   

を
防
ぎ
、

関
連
疾
患
が
疑
わ
れ
る

の

  

パ

か

髄

 

め

  

畔

軸
一

紘
一

輔

 

一

肋
一

脚
一

が

   

症
状
が
出
た
時
に
も
早
急
な
対
応

通

  

病

   

・

               

川

ぷ

  

帥
鋒

輔

 

蕗

  

肝

雄
一

崩
一

辮

 

一

揃
一

筋
一

勒
則

  

が
で
き
る
。

原
因
が
わ
か
ら
な
い

ヌ

  

胞

 

曲

 

欄

  

㈽

病
一

研
一

け
）
一

院
一

難
一

機
鋼

  

ぶ
ど
う
膜
炎
と
診
断
さ
れ
た
人
は

  

欄

 

ト

 

ト

    

林
一

囲
一

腰
順
一

病
一

阪
一

院
一

  

検
査
の
必
要
性
を
認
識
し
て
ほ
し

・

大

  

・

病
タ

  

似

 

一

 

冊

   

粁
一

転
一

野
梅
一

輔
一

凧
一

酌
め

  

い
」

と
話
す
。

 

i

H
T
L
V
｜
エ
カ
原
因
の
病
気

と
わ
か
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。

日
本
医
療

研
究
開
発
機
構
（

A
M
E
D
）

の

研
究
班
が
巧
年
に
全
国
エ
㈵
5
施

設
を
対
象
に
調
べ

た
と
こ
ろ
、

ぶ

ど
う
膜
炎
の
恵
者
に
H
T
L
V
｜

㈵
の
検
査
を
行
っ

て
い
る
と
回
答

し
た
の
は
約
舘
%
だ
っ

た
。

厚
生
労
働
省
と
A
M
E
D
の
研

究
理
の
調
査
に
よ
る
と
、

H
A
M

の
患
者
約
5
8

0                                                                                                                

人
が
足
の
も
つ

れ
や
排
尿
障
害
な
ど
の
自
覚
症
状

が
出
て
か
ら
H
A
M
と
診
断
さ
れ

る
ま
で
に
平
均
7
年
か
か
っ

て
い

た
。

年
間
二
千
人
以
上
が
発
症
す

る
A
T
L
で
も
、

最
初
に
か
か
っ

た
病
院
で
診
断
が
つ
か
ず
、

治
療

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

日
本
H
T
L
V
｜
工
学
会
の
渡

辺
俊
樹
理
事
長
は
「

い
ま
は
感
染

者
や
関
連
疾
患
の
患
者
の
数
す
ら

ほ
づ

き
り
わ
か
っ

て
い
な
い
。

対

策
の
効
果
を
検
証
し
た
り
治
療
法

を
開
発
し
た
り
す
る
た
め
に
も
実

態
を
把
握
す
る
仕
組
み
が
必
要

だ
」

と
話
す
。

感
染
者
の
支
援
不
十
分

1
9
8

0                                                                                                             

年
に
発
見
さ
れ
た
H

T
L
V
｜
㈵
の
感
染
者
は
九
州
に

多
か
っ

た
が
、

そ
の
後
、

全
国
に

広
が
っ

た
。

政
府
は
2

0                                                                                                                     

エ

0                                                                                                                        

年

に
対
策
を
ま
と
め
、

翌
年
か
ら
妊

婦
健
診
に
H
T
L
V
｜
㈵
の
検
査

を
加
え
、

公
費
で
負
担
。

感
染
が

わ
か
っ

た
妊
婦
に
は
人
工
乳
な
ど

で
感
染
を
防
ぐ
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

現
在
、

年
間
約
4
千
人
が
新

た
に
感
染
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て

い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
性
交

渉
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

感
染
者
へ

の
支
援
は
十
分
と
ほ

言
え
な
い
。

H
T
L
V
l
ユ
キ
ヤ

リ
ア
外
来
が
あ
る
、

京
都
大
病
院

（

京
都
市
）

の
進
藤
岳
郎
医
師
ほ

「

家
族
に
も
言
え
ず
、

う
つ

病
に

な
る
人
も
い
る
。

感
染
力
か
弱
く

日
常
生
活
で
ほ
感
染
し
な
い
こ
と

な
ど
、

正
し
い
知
識
を
得
て
前
向

き
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
話
す
。

日

本
H
T
L
V
｜
工
学
会
は
感
染
者

や
他
施
設
を
支
接
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
医
療
機
関
を
増
や
す
た

め
、

昨
年
末
ま
で
に
M
病
院
を
登

録
医
療
機
関
に
認
定
し
た
。

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も

課
題
だ
。

聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大

難
病
治
療
研
究
セ
ン
タ
一
（

川
崎

市
）

の
山
野
嘉
久
教
授
ら
の
グ
ル

）                                                                                

プ
は
H
A
M
の
新
た
な
治
療
法

を
開
発
す
る
た
め
、

A
T
L
治
療

に
使
わ
れ
て
い
る
抗
が
ん
剤
を
用

い
た
治
験
を
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、

国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
の
グ
ル
ー
ヲ

が
研
究
を
進
め
て
い
る
。

俣
野
哲

朗
エ

イ
ズ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

る
と
、

㈰
禾
感
染
者
の
感
染
を
防

ぐ
㈪
感
染
者
の
発
症
を
抑
え
る
、

と
い
う
二
つ
の
方
向
で
開
発
を
目

指
し
て
い
る
。

   

む
局
雅

ま

ヒ ト丁細 胞
白 血 病 ウイ ル ス 7 型
( H T ㈵V 一 @) 感 染 症

・母 乳 に よる母 子 感 染

， ・性 交 渉
(男性 がら女 性 への感 染 が多 い )


